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ゼオライト （1）

ゼオライト触媒について

一特に工業触媒としてのゼオライトー

触媒化成工業（株）

西 村 陽

《角牢説≫

1．序 論

1940年代から接触分解にl関する研究を行なって

いたMobilの研究者達は，合成ゼオライトの吸着特

性に注目すると共に，触媒としての研究を行ない，

Ca交換Ⅹ型ゼオライトがパラフィンの分解及び異

性化に強い活性を有することを見出した。その後，

Ⅹ型あるいはY型ゼオライトを中心とする触媒作用

に関する研究が世界中で行なわれ，触媒化学の基礎

・応用の両面でゼオライトの果してきた役割は極め

て大きい1）。

実用面でもゼオライトは，接触分解用はもちろん

種々の炭化水素交換プロセスに広く用いられている。

近年，ZSM－5に代表される高シリカゼオライト

あるいはリン酸アルミニウム系ゼオライト等の新し

いゼオライトが発表された。これらのゼオライトが

もつ新しい特性は，新しい工業プロセスの展開を予

測させるに充分であり，今後ゼオライト触媒の急激

な発展が期待されている2）。

すなわち，Ⅹ型・Y型ゼオライトの触媒への利用

を第一の時代とすれば，ZSMをはじめとする新し

いゼオライトの出現は，第二のゼオライトの黄金時

代を築くものと考えられる。

ゼオライトが工業触媒として利用されている現状

を表1に示した3）。最も広く，かつ多量に使用され

表1 ゼオライト触媒を用いる工業プロセス

プロセス ゼオライト

年間使用量（自由

圏のみ，推定）

t／Y

接触分解 RE－Y，H－Y 22000

水素化分解
Pt，PdorW－Ni，

Mo－Co担持Ⅹ，Y
1000～1200＊1

石油化学用 Y，ZSM－5他 200～400＊1

NOx還元 Mordenite 100～200＊1

＊1Inventryを含む

ているのは，接触分解・水素化分解を含めY型ゼオ

ライトであるが，MTG（Methanolto Gasoline）

プロセスのように，ZSM－5等の新しいゼオライト

を用いたプロセスも続々と発表されている。

ゼオライト触媒については，すでに多く報告され‘、

ているが，本稿では現在広く用いられているY型ゼ

オライトを中心に，工業触媒としてのゼオライトに

ついて概説する。

2．触媒として必要とされる因子

ゼオライトの触媒としての槻能は，よく知られて

いるように，その特異な形状選択性と固体酸性によ

って代表される。工業触媒としては，この基本特性

の他に触媒の寿命あるいは苛酷度（Severity），活性

・選択性等を支配する因子としてのゼオライトの純

度・結晶化産また交換イオン種・交換率，あるいは

修飾等を検討しなければならない。また，触媒とし

てゼオライトのもつ固体酸性・形状選択性を充分に

発揮させるため，ゼオライトならびに触媒の物性を，

それぞれの反応・要求事項との関連で検討しなけれ

ばならない。

1）形状選択性について

図1に吸着分子の大きさ・形状と，それらの分子

の各種ゼオライト細孔内部への入り易さ（Accessi－

bility）との関係を示す4）。ZSM－5はA型とY型の

中間の細孔をもち，椚－キシレン以上の大きな分子

は細孔内部へ入ることが制約される。当然，反応物

・生成物の両方が制約されるので，キンレンの異性

化で♪－キシレンを選択的に生成する特異な触媒反

応が可能となる。また，普通ならコークの前駆体で

ある多環芳香族も吸着されないため，コーク生成は

極めて少ない。

一方，Y型ゼオライトでは，トリメチルベンゼン

まで吸着されるが，さらに大きなアスファルテンな

どは吸着されない。そこで種々の目的に対してY型
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因1各種ゼオライトと吸着分子との関係

よりさらに孔径の大きいゼオライトの合成が期待さ

れている。

2）Si／Alモル比

Si〃」1モル比は，固体酸性・吸着特性・耐水熱性

等ゼオライトのすべての重要な特性に関連する。

ZSM－5及び脱アルミニウムモルデナイトについて

Al含有量と水分吸着の関係を図2に示した。Alの

減少に伴って，疎水性が増し，炭化水素などの非極

性物質の吸着力が増大する。

高シリカゼオライトは，耐熱性・耐酸性が高いこ

とがよく知られている。ZSM－5やモルデナイトは，
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図2 SiO2／A12q比の異なるMordenite，

ZSM－5の水分吸着特性

1000℃近くまで安定であるのに対して，Y型ゼオラ

イトは，800℃以上の長時間加熱処理により構造破

壊が起こる。同じY型でもSi／Alモル比の高いはど

耐熱性は高い。特に水熱処理による構造破壊は，

Si／Al比が高いはど抑制される。

表2はⅩ型・Y型ゼオライトが空気・水蒸気雰囲

気で加熱処理を受けた時の結晶残存率を示したもの

である。水蒸気雰囲気下では，脱アルミニウム反応

が起こりやすく，低温で構造破壊が起こることがわ

かる。また，乃－へキサンの分解活性に及ばす水蒸

気雰囲気での加熱処理（スチーミング）の影響を図3

に示した6）。耐水熱性の低いHYでは，構造破壊に

基づく活性低下がHZSM－5に比べて著しい。

Y型ゼオライトは，通常の製造法ではSi〃Ll比が

2．5前後である。そこで，よりSi／Al比の高いゼオ

ライトの合成が試みられている一方，通常のY型ゼ

表2 ⅩおよびY型ゼオライトの耐水熱性

STRUCTURAL

MAINTENANCE

PERCENTOF

ORIGINAL

CRYSTA・LLINI′rY

SiO2／A12qRATIO 2．7 4．2 5．2
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α：乃－へキサンの分解活性

図3 H－YとZSM－5のスチーミング処理

による分解活性の変化
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オライトを種々の方法で脱アルミニウムして，いわ

ゆる，Ultra StableYとすることが知られている。

その方法は次のようである。

（1）EDTA抽出

（2）鉱酸処理

（3）熱水処理（高温での水蒸気処理）

（4）SiCl。処理

最も代表的なUS－Yの製法は，充分にNH二J交換

したY型を500～600℃で水蒸気処理を行なう上記

（3）の方法である。また，焼成－N吋交換をくり返
すことにより，Si〃Ll比が100のY型ゼオライトが

得られることも知られている3）。

US－Yの特徴は，耐熱性・耐酸性が大きいことの

はか，Alの脱離減少による固体酸性の変化と骨格

の構造がわずかに変化するため，通常のY型ゼオラ

イトとは異なる細孔，特にMacro Poreが出現する

ことである。種々の条件でスチーミング処理し，

US－Y化したゼオライトをさらに高温でスチーム処

理した場合の結晶残存率及び単位格子定数＊1の変

化を図4に示す。Si／Al比が小さい方が水熱処理に

よる脱アルミニウム率が高く，単位格子定数の減少，

結晶破壊が著しい。また，HY・US－Y・酸で処理

し，アルミニウムを除いたHU弓－Yの物性を図3に

示した7）。脱アルミニウム処理により外部表面積
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図4 Y型ゼオライトのUDとスチーム処理

による結晶度の変化

＊エY型ゼオライトのSi／Alモル比は，単位格子定
0

数（Unit CellDimension A）で表わされ，Si

／Al比が大きくなれば単位格子定数は小さくな

る。

表3Il－Y，US－Y，HUS－Yの細孔構造

H－Y（4．8）2）us－YI子US－Y（9．9）1）

va－tMethod3）

朗t4）m％

別int5）”

朗ext巧）”
O

Mean P．D．A

3

5

8

7

1

3

7

1

8

7

621

538

83

20

1

5

6

2

3

0

2

2

7

6

1

1）AcidTreatedUS－Y 4）全表面積

≡三宝慧畿is。therm≡三宝雲悪霊

（∫Aext）が増加すると共に，平均細孔も大きくなっ

ている。また，US－Y化により酸量・酸密度が減少

し，Lewis／Br6nsted比が大きくなることが知ら

れている8）。

3）交換イオン種・不純物の影響

触媒としてゼオライトを用いる場合，通常Naイ

オンを多価陽イオンで交換するが，この交換イオン

種・交換率により固体酸性が違い，ひいては，触媒

の活性・選択性・寿命等に影響を及ぼす。

表4から接触分解に用いられるY型ゼオライトと

しては，耐水熱性の高いRare Earth交換Yが通し

ていることがわかる。また，RE－YとH－Yでは固

体酸性が異なるため，接触分解反応で生成するガソ

リンのオクタン価がそれぞれ異なることも報告され

ている9）。

ゼオライトの残存Naイオンは，その耐熱性に大

きな影響を及ぼす。図5にSiO負／A1203比が4．8のY

ゼオライトをそのまま，あるいはUS－Y化し，それ

らを，各20多添加したFCC触媒について，触媒中

のNa20含有量とスチーム処理を行なった後のゼオ

ライト結晶残存率の関係を示した。US－Yでは，

Naに対して比較的安定であるが，通常のY型では，

Na20が増加するとゼオライト構造が著しく破壊さ

れることがわかる。

表4 分解活性に及ばす交換イオン種の影響

ZEOLITE TYPE

CRACKINGACTIVITY

VOL多CONVERSION

FRESH STEAMED

H－Y 93
－50

Ca－Y 78 40

Mg－Y 83 40

RE－Y－ 84 70
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図5 各種Y型ゼオライトに対するNa20の影響

3．ゼオライトを用いた工業触媒

表1に示したように現在ゼオライト触媒が最も多

く用いられている工業プロセスは，石油の接触分解

（FCC）である。ZSM－5を用いるプロセスについ

ては，すでにMobil社によって多数発表されている

ので，ここではFCC触媒・水素化分解触媒用ゼオ

ライトについて述べる。

1）FCC触媒

流動接触分解（FCC）は，灯軽油以上の重質油を

分解しガソリン等の軽質油を得るプロセスで，石油

精製において最も重要なプロセスの一つとされてい

る。図6にプロセスの概要を示す。平均粒径60ノ‘の

触媒はRiser Reactorで原料油を分解し，再生塔で

燃焼再生され，Reactorに戻る循環をくり返す10）。

ゼオライトの優れた触媒活性が見出されてから，

それまで用いられていた無定形シリカーアルミナ触

媒に代わり，ゼオライト触媒が広く用いられるよう

Gas，Gasoline

H2S分離へ

Steam

Flue

Gas

Regen－

erator

Air

原料
Feed

Fract＿

ionatoI・

Riser

Reactor

Settler

Cycle

Gas Oil

図6 FCCプロセスの概要図

になった。ゼオライト触媒の特徴は，高活性で，ガ

ソリン選択性が高く，かつ耐熱性，耐メタル性に富

むことである。

特に，近年原料油の重質化に伴って，FCC触媒

におけるゼオライトの役割は，極めて高く評価され

ている。これらの詳細は，すでに報告されているの

で，今後問題となる重質油を処理するFCCを取り

上げ，重質油中のメタルと触媒，特にゼオライトと

の関係を述べる。

重質油中のメタル（Ni，Ⅴ）は，触媒上に沈着し活

性劣化の原因となる。特にバナジウムは，Y型ゼオ

ライトと結合しゼオライト結晶を破壊する。このた

め，耐メタル性の高いFCC触媒の開発が重点的に

進められている。

RE－Yにバナジウム及びニッケルを含浸させ，種

々の雰囲気で加熱処理した場合の結晶残存率を図7

に示す11）。ニッケルはあまり大きな影響を及ばさな

いが，脱水素活性を増し水素発生量を増加させる。

これに対して，バナジウムでは，図に示されるよう

に，著しい構造破壊がみられる。バナジウムはゼオ

ライトと共融化合物を作り，ゼオライト結晶を破壊

すると言われている。しかし，一方，RE－YとH－

Yでは，バナジウムとの反応が異なることも報告さ

れている。図8は，H－YまたはRE－Yを含むFCC

触媒にメタルを含浸させ，スチーミング処理した時

のメタルの分散をⅩ－rayM．A．で調べた結果であ

る。RE－Yの場合には，バナジウムがRE－Y（LA

で表示）の分布と一致しているが，H－Yの場合には，

バナジウムが触媒上に均一に分散していることがわ

かる。このことはH－Yでは，バナジウムーゼオラ

イトの相互作用がRE－Yの場合に比べて小さいこ
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触媒中のメタル分布

とを示す。また，メタル沈着による活性劣化（図中

R．A．（多）＝RelativeActivityで示してある）もH－

Yの方が小さく，バナジウムによる結晶破壊が少な

いことを示している12）。

バナジウムによるゼオライトの結晶破壊にはNa

も悪い影響を及ぼすので，FCC触媒のNaをできる

だけ少なくすることと共に，原料油中のNa，K等も

除去することが必要である。

2）水素化分解触媒

水素化分解は，接触分解と並んで重質他の軽質

化プロセスとして重要である。ZSM－5を用いる

Mobil社のDewaxingも選択水素化分解の一つであ

る。水素化分解触媒は，無定形シリカーアルミナの

ような固体酸にMoあるいはWのような水素化能を

有するメタルを含有させたものとゼオライト系触媒

とに分けられる。その使用量は，MDDW等を除い

て自由圏では2500tonで，ゼオライト系触媒がその

半分を占めるとみられる1S）。

ゼオライト触媒の特徴は，表5に示すように，ガ

ソリンの生成率が高く窒素被毒に強いことであるが，

水添能が低いためPtあるいはPd担持Y型が用いら

れている。表6にシリカーアルミナ触媒とゼオライ

（5）

表5 水素化分解触媒としてのゼオライト

1．無定形固体酸触媒との比較

（1）酸量が多いため，分解活性が高い。

（2）ガソリン収率が高い。

FLEXIBILITY大。

（3）窒素・硫黄に対して強い。

（4）核水添が少ない（水素消費が少ない）。

2．問題点

（1）細孔による制限。

（2）水素化能の検討。

表6 シリカーアルミナとゼオライト触媒

の分解活性

Cmcki咽RateConstant at900●F

（2min Orl－StreamIns也nねneous Value）

hy器三三慧nsトAIREHX点怒
〃－C18H34

8げ6VC2H6
Cポ6

。H3／滋訂

．毎粍）

㊥

CH3

CHさ

60 1000 17

140 2370 17

190 2420 13

205 953 4，7

210 513 2．4

T．Yan，

Ind．Eng．Chem．ProcessDes．Dev．1983，22，

154－160
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ト15Y・HY（0・仏Pt）in SiO2
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NITROGEN WPPM（FROM QUINOLINE）

図9 水素化分解触媒におよぼす軍素の影響
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ト触媒の分解活性を比較して示した14）。また，キノ

リンによる軍素被毒の分解活性に及ぼす影響を図9

に示す。

近年，灯軽油等の中間留分の需要増加や原料油の

重質化等，水素化分解に対する要求も多様化してい

るため，ゼオライト触媒と無定形触媒，あるいは，

脱硫触媒との組み合わせ，またはゼオライト種・量

の変更等が盛んに行なわれている。これらの成果は

明らかではないが，各方面で新しいゼオライト触媒

の開発が活発に進められているとみられる。

4．今後の問題

ZSM－5を含めた高シリカゼオライトの工業的利

用は，今後更に開発されると予想されているが，Y

型ゼオライトについても，1）細孔構造（MacroPore）

の制御，2）結晶粒子径の制御，3）固体酸制御，等

のはかさらに，4）US－Yを含めたModification等

多くの開発課題が残されており，新しい工業プロセ

ス用触媒の開発が期待されている。
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ゼオライト触媒一最近の話題から

（東工大理）八嶋建明

3．重質油研究とゼオライト
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（化技研）高谷晴生

5．新燃料油合成とゼオライト

（出光興産中研）杉本道雄
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（日揮衣浦研）松岡誠一
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東京工業大学理学部化学科 八嶋建明

電話（03）726－1111 内線2236
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《トピックス≫

ゼオライトの放射性廃液の処理への応用

東北大学名誉教授 菅 野 卓 治

1．はじめに

原子炉を運転すると核燃料中の236uが核分裂を起

して大きなエネルギーを発生するが，その結果とし

て核燃料中に多くの核分裂生成物が発生する。その

中には85Krのような気体廃棄物や129Ⅰのようなき

わめて半滅期の長い核種，さらに96zr－9占Nb，90sr，

137csや…Ruといったきわめて多くの種類の放射

性核種が含まれている。また核分裂生成物の他に

238uが中性子を吸収して生ずるPuやAmなどの超

ウラン元素も生成している。この使用済核燃料を再

処理すると，86Krや129Ⅰは溶解工程で排気系に気

体として排出され，また96zr－95Nb，90sr，1Sアcs

や106Ruは少量のU，Puや多くの超ウラン元素と

ともに，第一段の溶媒抽出系から高レベル廃液とし

て排出される。この中には核分裂生成物の99多以上

を含むため，その放射能は極めて高く，この安全な

処理法の開発はきわめて重要な課題とされている。

この高レベル廃液中に含まれる放射性核種のうち最

も水に溶出しやすく，半減期の長い13アcsや90srを

確実に水に溶けにくい固化体とすることが重要であ

る。

原子炉の運転に関連して発生する種々の放射性廃

棄物の処理にゼオライトを利用しようとする考え方

がなされ，多くの研究がなされている。まず気体廃

棄物中の86Krについては包蔵法と吸着法などが研

究されている。包蔵法はソーダライトおよびA型ゼ

オライト中のソーダライトケージ（β－Cage）の最大
0

開口径が6員環の2．2Aであることと，Krの直径が
0

3．5Aであることから，高温高圧でソーダライトケー

ジ中に押し込み，高圧のまま常温に戻すことにより，

Krをソーダライトケージ中に封入できることを利

用した方法である。最近これらの方法は封入後ゼオ

ライトを焼結することにより，α－ケージ中のKrも

系外に出られなくなることを利用して包蔵量を増加

させる方法も開発されている。また129Ⅰの処理には

銀ゼオライトや銅や鉛を交換させたゼオライトの利

用も研究された。

放射性廃液処理については，ゼオライトの秀れた

イオン交換性を利用した処理法の開発がなされてお

り，1979年に発生した米国スリーマイル島第2原

子炉の事故処理として，多量の13アcs，90srを含む

水をシャバサイトとA型ゼオライトの混合系を用い

て処理している。

我々の研究室でも昭和48年からゼオライトを高

レベル廃液の処理に利用する研究を進めてきたが，

ここにその大略を紹介したい。

2．ゼオライトのイオン交換性

2．1各種イオンの交換1，2）

Na型およびH型ゼオライトへの各種イオンの分

配係数と溶液の平衡pHとの関係の一部を図1およ

び図2に示す。ここでSMは合成モルデナイトを示

す。ゼオライトA，ⅩおよびYのNa型ではセシウ

ムを除く多くの元素はpH6～8付近に極大をもつ分

配曲線を示す。PHの低い範囲での分配係数の低下

は水素イオンとの競合反応によるものと考えられ，

また高いpH範囲での分配係数の低下はおもに加水

分解によるものと考えられる。しかしCsだけは別

の傾向を示した。合成モルデナイトのNa型および

水素型では低pH範囲でCs以外の元素の分配係数

が大きく低下するのに対して，Csの分配係数は低

いpH範囲でも大きな値を示し，他のイオンとの分

配係数との間に大きな差が生ずる。この傾向はH型

モルデナイトで特に大きく，天然モルデナイトの場

合も同様な性質を示した。この性質を利用すると，

高レベル廃液からCsのみを交換分離することも可

能と考えられる。

2．2 CsおよびSrの選択性3）

ゼオライトのイオン交換におけるNaに対するCs

の選択性はイオン交換等温線から求められるが，A

型およびⅩ型ゼオライトの場合にはCsに選択的な

交換サイトとNaに選択的な交換サイトが存在する。

いまCsに選択的なサイトについて選択係数とゼオ

ライト中のCsのモル分率の関係を因に示すと図3
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表1 CsおよびSrの交換容量

ゼオライト
Cs Sr

鞋s 鞋s／ENa 古sr 鞄r／ENa

A 178 0．32 510 0．93

Ⅹ 185 0．39 470 1．0

Y 185 0．50 290 0．78

MoI・denite 196 0．85 2I8 0．94

図3 Csの選択性

のようになる。この図から見られるようにCsに対

して最も選択性の大きいゼオライトはモルデナイト

であって，Cs交換の初期において1000以上の高い

選択性を示す。これに対してA，Ⅹ，Yは10程度の

選択係琴しか示さない。このようにCsに対する選
択性の順序はモルデナイト≫Y＞Ⅹ＞Aとなる。こ

れに対してNa型ゼオライトのSr交換における選択

性の順序は全く逆で，A＞Ⅹ＞Y＞モルデナイトの

順になる4，5）。

2．3 CsおよびSrのイオン交換容量

合成ゼオライトに対するCsおよびSrのイオン交

Ecs，Esr，ENa；それぞれCs，Sr，Naに対する

イオン交換容量（meq／100g）

換容量を表1に示す。A，Ⅹ，Y型ではイオンふるい

効果のため，Csは一部のNaとしか交換しないのに

対し，モルデナイトでは大部分のNaと交換できる

ため，見かけ上Csの交換容量が最も大きい。

3．ゼオライトの加熱変化6）

各種Na型ゼオライトおよびこれにCsまたはSr

を飽和したものを加熱した時の変化を知っておくこ

とは，1S7csと90srの固定化の基礎を明らかにす

るうえで重要である。それゆえこれらゼオライトの

構造変化を示差熱分析とⅩ繰回折によって検討し，

その結果を表2に示す。この結果に見られるように，

A，ⅩおよびY型にCsを飽和したものを1000℃以

上に加熱するとPolluciteが生成するが，合成モル

デナイトの場合には1200℃以上に加熱するとセシウ

ムのアルミノケイ酸塩の一つであるCsAISi6012が

表2 ゼオライトの加熱変化

Cation

Zeolite
Na Cs Sr

A

9000＞10000

Carn．

＋一Neph．

Neph．

9000＞10000

Neph．

Cam．＋

Pol．

8000900－10000＞11000

Am．Hex．Tric．

Ⅹ
8500 ＞10000 800－9000＞10000 800－900010000＞11000

Am．一→ Neph． Am．一→ Pol． Am．一→ Hex．一Tric．

Y
＞8000 10000 ＞11000 9000 10000 11000 12000

Am． Am．一 Pol． Am．→ ？ 一Am．一Tric．

SM
＞9000 11000 ＞12000 1000－12000 ＞13000

Am． Am．一→ 札 Tric．＋C．十Q．→ C．

NM
＞10000 ＞10000 ＞10000

Am． Am． Am．

CP
＞10000 ＞10000 ＞10000

Am． Am． Am一

Am．：Amorpous，Carn．：Carnegieite（NaAISiO4），

Neph．：Nepheline（NaAISiO4），Pol∴Pollucite（CsAISi206），

Hex．：Hexagonal（SrA12Si208），Tric．：Triclinic（SrA12Si208）

R∴CsAISi6012，C．：Cristobalite，Q．：α－Qualtz
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できる。Srの場合にはA，ⅩおよびY型で

は最終的にはTriclinicのSrA12Si208が生

成するが，合成モルデナイトではIOOO～

1200℃でTriclinicのSrA12Si208，クリス

トバライトおよぴα－quartZの混合物が生

成し，さらに，1300℃になるとクリストバ

ライトのみが残る。天然モルデナイトでは

これに対してCsの場合もSrの場合もアモ

ルファスになろだけで結晶化は見られなか

った。これは天然モルデナイトに混在して

いる粘土鉱物などによるものと思われる。

クリノプチロライトの場合も同様である。

Vol．1No．3（1984）

表3 固化体からのCsおよびSrの浸出率

（1100℃，3時間焼成）

ゼオライト
Cs／gc汀「2day‾1 Sr／gcm‾2day‾1

純 水 海 水＊ 純 水 海 水＊

A 2．5×10‾8 1．2×10‾ア ＜2．6×10‾10 1．8×10‾8

Ⅹ 1．7×10‾8 6．0×10‾8 ＜2．6×10‾10 1．8×10‾8

Y 1．3×10‾8 1．1×10‾ア 2．8×10‾9 9．7×10‾9

Mordenite 7．4×10‾8 8．5×10‾8 5．0×10‾9 1．6×10‾8

＊海水は人工海水を使用

表4 天然ゼオライト焼成固化体からのCsの

浸出率（1200℃，3時間焼成）

（gcm‾2day‾1）

4．焼成固化体からのCsとSrの浸出ア，8）

CsあるいはSrを飽和したゼオライトを高温に加

熱すると，ゼオライトの種類によってそれらのアル

ミノケイ酸塩に変化するものと，ゼオライト構造が

つぶれて単にアモルファスになるだけのもののある

ことが知られたが，このような現象によってCsあ

るいはSrの水への浸出性がどのように変化す．るか

は興味のあるところである。このような焼成田化体

からの水への浸出性について検討した結果を表3と

表4に示す。ここで浸出率は次のように表わす。

浸出量

浸出率（gcm‾2day‾1）＝
試料中の初期量×時間

試料の表面積

試料の重量

Csを飽和したゼオライトの暁成体からの水への

浸出性は，CsAおよびCsXでは900～1000℃の問

でCsの浸出量が急激に減少するのが見られる。

1100℃で3時間焼いたCsA，CsX，CsYからの

Csの浸出率は表3に示したように1．3～2．5×10‾8

gc汀「2day‾1で，Polluciteからの浸出率（2．9×10‾8

gcI灯2day‾1）とよく一致した。天然モルデナイト

の場合には800～1200℃の間ではば直線的に浸出率

が減少しており，Cs原子を包むアルミノケイ酸塩

層が温度の上昇につれて緻密になるものと考えられ

る。1100℃で焼成したCsSMからの浸出率はCsA

などの数倍の値を与えるが，1200℃で焼くと表4

のように2．3×10－9gcm‾2day‾1以下となりさらに

1桁小さくなる。

5．焼成時におけるCsの揮発9）

Csを含む化合物を高温に加熱するとCsが揮発す

ることはよく知られている。たとえばガラス固化体

ゼオライト 純 水 海 水＊

ClinoptiloliteA ＜3．2×10‾争 1．5×10‾8

ClinoptiloliteB ＜3．8×10‾9 1．3×10‾8

Mordenite ＜2．3×10‾9 1」1×10‾8

＊海水は人工海水を使用

の開発初期には，溶融時に数多から特に多い時には

数十倦ものCsが揮発するといわれていたが，最近

添加物の開発によってその揮発を抑えられるように

なった。このようにCsを含む物質も高温に加熱す

る場合には，Csの揮発について十分検討しておく

ことが必要である。

Cs型ゼオライトを種々の温度で加熱した時には

800℃まではCsははとんど揮発しないが，これを

越えると温度の上昇とともにCsの揮発量も増大す

る。揮発率はゼオライトの種類によってかなり異な

り，Ⅹ型ゼオライトの場合に特に多く，クリノプチ

ロライト，モルデナイト，A型ゼオライトで小さい。

1200℃で加熱した場合にはCsが揮発するのは最初

の約40分間であって，その後は揮発しない。これ

表5 ゼオライトからのCsの揮発

（焼成条件：1200℃，3時間）

ゼオライト 空気中（虜） Ar中（虜）

CsA 4．1×10‾2 2．9×10‾2

CsX 2．0×10‾1 8．8×10‾2

CsY 1．0×10‾1 8．4×10‾2

CsSM 7．3×10－2 1．1×10‾2

CsNM 3．4×10－2 4．4×10‾3

CsCP 2．4×10‾2 5．2×10‾3

揮発率（虜）
Cs揮発量

ゼオライト中のCs量
×100
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はこの時間でゼオライト構造がつぶれ，孔路がふさ

がれるためと考えられる。また揮発するCsの化学

種は質量分析器によってCs20であることが確めら

れた。実験の結果表5に示したように空気中で加熱

した場合よりアルゴン気流中の方が揮発量が減少す

る。しかし全体としてゼオライトからのCsの揮発

量はきわめて小さい。

8．おわりに

以上述べたように，ゼオライトはきわめて秀れた

無機イオン交換体であり，その焼成体からのCsの

浸出性もきわめて小さく，熟にも安定である。この

ようにゼオライトは放射性廃液の処理だけでなく，

一般の廃棄物の処理にも有効に用いられる可能性を

もつものと考えられる。

）

）

）

）

1

2

3

4

（11）

引用文献

三村，菅野，東北大選研彙報，34，58（1978）．

三村，菅野，東北大選研彙報，34，85（1978）．

大谷，東北大学工学部修士論文（1977）．

F．Wolf，etalりCゐβ椚．7、βCゐ．（Leipzig），23，

273（1971）．

5）H．S．Sherry，etalりJ．Pカッ∫．Cゐβ椚り71，

1457（1967）．

6）菅野，三村，北村，原子力誌，18，518

）

）

）

7

8

9

（1976）．

菅野，三村，原子力誌，

三村，菅野，原子力誌，

三村，菅野，原子力誌，

9
一
4
一
〇

1

2

2

113（1977）．

228（1982）．

282（1978）．

《レポート≫

第6回触媒調製研究懇談会

水熟合成の化学とその触媒調製′＼の応用

新山浩雄，難波征太郎

題記研究懇談会は本年6月22日東京工業大学（大

岡山キャンパス）において，触媒学会触媒調製委員

会およびゼオライト研究会の共催でおこなわれた。

当日の参加者は約90名という盛況で，主として

ゼオライトを対象とする水熱合成技術への関心の高

まりをうかがわせた。3件の講演（卜1～3）と4件

の研究発表（Ⅰ－1～5）が行なわれ活発な討論が交さ

れた。以下にその概要を記す。

卜1水熱合成のイロハーわかりやすい実験技

術－

（東工大・工）後藤誠史氏

水熟合成の実験技術を具体例を挙げながらわかり

やすく解説していただいた。オートクレープはなぜ

必要か，その型，材質とそれらを実際に操作する時

の注意など，水熱合成をこれから試みてみようとい

う人達に指針を与えるものであった。

卜2 水熱合成の化学

（阪大・産研）上田 智氏

前半は各種水熱合成の例を紹介すると共にオート

クレープの選び方，水熱合成における実験上のノウ

ハウなどをわかりやすく解説された。後半は講演者

自身のゼオライト合成に関する研究を紹介すると共

にその合成反応機構について明解な解説がなされた。

卜3 ゼオライトさがし－メタノール転化によ

る低級オレフィン合成用触媒

（宇部興産・中研）神徳泰彦氏

メタノールを選択的に低級オレフィンに転化させ

る触媒として各種ペンタシル型ゼオライトを合成し

それらのキャラクタリゼーションおよび活性，選択

性の測定を行なった。ゼオライト結晶の表層酸点を

少なくすると選択性が向上する。またそのような特

性を実現させる手法として，あるゼオライトを核と

し，その表層に他のゼオライトの結晶を成長させる

技術について述べられた。

Ⅰ－1クリソタイル化合物の合成とその触媒作用

（東工大・工）渡辺秀樹，菊地直見

鈴木貞勝，小野嘉夫

ニッケル，マグネシウムのクリソタイル化合物を
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種々の水熱合成条件下で調製し，その調製条件と生

成物の構造との関係およびIPAの脱水反応，エチ

レンの水素化反応に対する触媒能との関係について

検討した。

Ⅰ－3 形状選択性ゼオライトの迅速合成法につい

て

（京大・工）乾 智行

添加有機アミンの種類，PH，温度，種結晶の投

入法など種々の水熱合成の操作因子がゼオライト結

晶の成長に与える影響をしらべた。数時間捏変の合

成時間でも秀れた触媒能を発揮するゼオライトが合

成できることを示した。構造的にはこれはオフレタ

イトにエリオナイトが複合したものと思われる。な

お対象とした反応はメタノールから低級オレフィン

の合成である。

Ⅰ－4 メタノールからのオレフィン合成用ZSM

－5触媒の調製

（早大・理工）菊地英一

ZSM－5合成法として特許記載の方法の内いくつ

か（Si，Alの出発原料，アミン量など）を改良し，

より短かい調製時間で秀れた触媒槻能のものが得ら

れることを示した。

Ⅰ－5 高シリカゼオライトの合成とその物性

（出光・中研）杉本道雄

ZSM－5に類似の特性をもち，かつ新しいゼオラ

イトを調製する目的で，水熱合成条件（温度，陽イ

オンの種類，反応物の前処理法，PIl，添加物の有

無，熟成条件，撹拝の有無など）と得られるゼオラ

イト結晶型の関係を系統的に検討した。縛られたゼ

オライトの一つISト1についてⅩ繰回折，IR電顧

等でキャラクタリゼーションを行なった。ZSM－5

に類似であるもののいくつかの異なった特性も見出

された。

なお発表予定であった「ALPO4－5の合成につい

て」は都合により中止された。

討論は具体的な実験手法から“ZSM系触媒を越

えるにはどうしたらよいか”といった将来展望まで

多肢にわたって行なわれた。水熱合成という一つの

手法に対しても色々な興味のもち方があることを教

えられた研究会であった。

《最近のニュースから≫

モンテジソン，ゼオライトを生産開始

EuropaChemie，Aprd5，P．159，1984

Ausidet（伊）の合成ゼオライトプラント（年産

20，000トン）が稼動した。このプラントは古い燐酸

プラントを転換したものである。イタリア国内の新

らしい規制に従って，今年の1月3日から洗剤中の

リン酸塩の許容含有量はそれまでの6．5＠から5創こ

なっている。

デグッサが台湾でフィラー生産を拡大

UnitedsilicaIndustrialはシリカプラントを33

多増強し，16，000トン（24，000トン含み）とする。プ

ラントはTaYuan工業公鼠にある。シリカは強化

ラバーソール用に作られている。同社はA型ゼオラ

イトの10，000トン／年プラントもスタートさせるこ

とにしている。デグッサ（西独）が過半数の株式を保

有している。

シナネンニューセラミック，ゼオライトへ参入

化学工業日報，6月20日

シナネンニューセラミック社は8月から合成ゼオ

ライトの製造を開始する。生産量は当面数百トン程

度であり，これをベースとする装置販売も計画中で

ある。

天然ゼオライトの利用

Chemistry＆Industry，Aprd2，P・24ト244，

1984

世界の天然ゼオライトの産状，工業利用，特性，

消費統計について述べ，末尾に健康に対する危険の

可能性に触れている。
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《文献紹介≫

シリカライトによるエタノール及び水蒸気の吸着

AdsorptlOn Of王thanolandwatervapors by

Silicalite．

S・M・KleinandW・H・Abraham，AIChESymp・

Ser．230，79，53（1983）

シリカライトにおけるエタノール，水，及びこれ

らの混合蒸気の吸着平衡測定が行なわれ，データが

Langmuir混合モデルで適切に表わされた。シリカ

ライトはエタノール・水混合蒸気からエタノールを

高度に選択吸着する。600cと250c におけるモル選

択性はそれぞれ14と35と見積られた。更に水溶液

中のエタノール吸着を吸着平衡から推算し，液柚吸

着実験結果との良好な一致をみた。 250cのど－ル

（アルコール濃度10多）からのエタノール吸着で吸

着柏側アルコール濃度は98多と推算された。

（竹林）

モルデナイトにおける酸素，窒素，アルゴンの高圧

吸着平衡

High Pressure Oxygen，Nitrogen and AfgOn

AdsorptlOninMordenites・

D・T・Hayhurst andJ・C・Lee，AIChESymp・

Serり230，79，67（1983）

3種類のモルデナイトについて02，N2，Arの吸

着等温線が3080K～3380K，120気圧までの範囲で

測定された。測定には温度，圧力及び質量を連続的

に監視出来る高性能高圧天秤が用いられた。得られ

たデータはDubinin－Astakhov吸着モデルと極めて

良好に一致した。非極性ガスの02とArは3種のモ

ルデナイト全部と，またN2はNa－モルデナイトと

普遍的な相関が見出された。Ca－モルデナイトに対

するN2の良好な相調には，モデルの吸着ポテンシ

ァル式に更に付加的な項が必要であった。これはN2

のもつ小さな，しかし無視出来ない四重極子モーメ

ントによる。全体として，これら三種類（アラスカ

産天然モルデナイト，ゼオハーブ502，ゼオロン

900Na）のモルデナイトといくつかの異なったガス

種との吸着平衡についてDubinin－Astakhovモデル

の広い応用性が認められる。 （竹林）

ガロシリケートとアルモゲルマネートゼオライトの

合成およびアルコール脱水反応におけるこれらの活

性についての研究

（13）

Synthesisofgallos止icateandalumogermanate

ZeOlites andinvestlgation oftheif aCtⅣ1tyln

thereactionofalcoholdehydration・

乙G・Zu血garov，A．S．SuleimanovandCh．R．

Samedov，＝StructureandReactⅣ1tyOfModト

良ed zeolites”，ed by p・A．Jacobs et al．，
五1sevier，Amsterdam，∫J㍑d．ぶ〃げ∫c乙αJαエ，

18，167（1984）・

ⅩおよびZBK（ZSMタイプ）類似のガロシリケー

トとアルモゲルマネートを直接合成した。AlとSi

はそれぞれGaとGeに完全に置換されていた。これ

らのゼオライトを用い，アルコール類の転化を行な

った。アルミノシリケートに較べ，ガロシリケート
を触媒に用いると芳香族への選択性が増加した。

（難波）

H－ZSM－5ゼオライトによる直鎖プチン類のプロ

ピレンヘの転化：反応パラメーターおよびゼオライ

トの形態の触媒活性に及ぽす影響

Conversionoflinearbutenestopropyleneon

H－ZSM－5zeolites：五恥ctofreactionparame－

ters and zeolite morphology
on
catalytic

aCtlVlty・

F．ColomboandG．DeAlberti，‖Structureand

ReactⅣ1fyofModiGedZeolites‖，edbyP・A・

Jacobsヲtal・，王1sevier，Amsterdam，肋d・∫“げ

駄乙CbJれ18，233（1984）・
H－ZSM－5によるn－ブテンの転化を高温，高空

間速度で行なった。823K，WHSV50h‾1において，

n－プチンの転化率80軋プロピレンヘの選択率40

多という結果を得た。また，結晶が小さく球状をし

たゼオライト捏活性の経時的低下が小さかった。

（難波）

酸性アルミノケイ酸塩の活性点

The active site of acidic aluminosilicate

catalysts・

W・0・Haag，R・M・Lago，P・B・Weisz，胞J〃re，

309，589（1984）

ZSM－5ゼオライ′トを酸触媒として用いることに

より，個々のプロトンサイトの性質ならびに反応挙

動を明らかにすることができる。4面体配位のアル

ミニウム原子が高活性の原因であり，百万分の一以

下の含有量でも有効である。炭化水素の反応におけ

るターンオーバー数は通常の酵菜反応のターンオー
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バー数に匹敵する。ZSM－5の活性はアルミニウム

の含有量が極めて小さく・とも発現するから，アルミ

ニウムの量を完全に規定しないと，活性の要覿を他

の物質や物性に帰してしまうという間違いを犯す危

険性がある。 （小野）

ZSM－5による水溶液からのアルコールの吸着

AdsorptlOnOfalcohoIsf上omaqueoussolution

byzsM－5・

N・B・Mllestone and D・M・Bibby，J．Chem．

Tech・Biotechnol・34A，73（1983）

水溶液からのアルコールのZSM－5への吸着の吸

着等温線を測定した。メタノールとエタノールにつ

いては，ゼオライトのアルミニウム含量が増加する

と吸着量が増大するが，n－ブタノールでは吸着量は

アルミニウム含量の増加により減少する。アルコー

ルの吸着量はカチオンの種類に依存する。アルカリ

金属カチオンの場合には，アルコールの吸着量はイ

オンの大きさが大きくなると減少する。この効果は

Cs＋の場合に特に顕著である。吸着アルコールの脱

離を熱重量分析法および質量分析法により検討した

ところ，吸着アルコールの一部は，触媒的分解が起

こる温度（約250℃）までゼオライト中に保存される

ことが分かった。この点は，アルコールの濃縮を工

業的に行なう際には問題となろう。 （小野）

Y型ゼオライト中のアルカリ金属クラスター，調製，

性質，反応

Alkalimetall－ClusterimZeolithY・Darstellung，

王igenschaften，Reactlonen・

U・Westphaland G・Geismar，Zα〃0′官・α租

αe吼508，165（1984）

アルカリ金属A（Li，Na，K，Rh，Cs）とゼオラ

イト中のカチオンB（アルカリ，アルカリ土類，希土

類）との反応により，アルカリ金属クラスター（ABミ＋）
が合成される。合成されたクラスターの性質を電子

スペクトル法，一酸化炭素，二酸化炭素，有槻ハロ

ゲン化物による酸化，気体分子および極性分子の吸

着により調べた。クラスターはアルカリ金属自体よ

りも反応性は低く，酸化還元電位はアルカリ金属の

種類に依存する。アンモニアとの反応では溶媒和電

子を生ずるが，これはスーパーケージ中で240Kま

で安定である。 （小野）

四塩化ケイ素による脱アルミニウムにより得られる

Si／Al比の異なる各種Y型ゼオライトの性質－ア

ルミニウムおよびヒドロキシル基の分布とエタノー

ルとの相互作用

Properties of Y－tyPe ZeOlites with various

Silicon／aluminiumratiosobtainedbydealumト

nation with silicon tetrachloride
－ Distri＿

butionofaluminiumandhydroxylgroupsand

interactionwith ethanol．

L．Kubelkov乙，Ⅴ．Seidi，J．Novakov左，S．

Bedn戎0Vえ，andP．Jiru，√C鞄e椚．馳cり飽和血γ
7ね〃∫．Ⅰ，80，1367（1984）

NaY（Si／Al＝2．5）をSiC14を用いて脱アルミニ

ウム処理して得たY型ゼオライト（Si／Al＝3．4～

20）の特性をⅩ繰回折法，吸着，赤外吸収法により

調べた。脱アルミニウムゼオライトは良好な結晶性

を示す。結晶格子から放出されたアルミニウムは，

ゼオライトの空洞中あるいは無定形相に存在して，

強い電子受容性のサイトとなる。吸着エタノールの

昇温脱離による生成物の分析から，脱アルミニウム

処理が触媒活性に及ぼす影響を明らかにした。

（小野）
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《最近の特許から≫

59－16832：複合ゼオライト及びそれを触媒として

用いる炭化水素の製造方法（工業技術院長）

59－16833：低級オレフィンの製造方法（工業技術

院長）

59－24791：低流動点石油製品の製造方法（東亜燃

料）

59－46137：合成ガスから炭化水素を製造するため

に用いる触媒組成物，その製造方法及びその使用

方法（ザ・ブリティッシュ・ペトロリューム）

59－47294：炭化水素装入原料の品質改善方法及び

触媒組成物（モービルオイル コーポレーション）

減圧軽油を水素化触媒で処理した後，超安定ゼ

オライト，ZSM－5型結晶質ゼオライト及び水素化

成分からなる触媒と接触させ，水素化分解と脱ロ

ウを行ない流動点の低下した生成物を回収する。

59－73420：結晶性ガロシリケート，その製造法お

よび触媒としての用途（ザ・ブリティッシュ・ペ

トロリューム）

59－73423：ゼオライトの合成方法（東洋曹達）

59－80333：改質用の改良ゼオライトL触媒（エク

ソン・リサーチ・アンド・エンジニアリング）

59－83926：金属含浸結晶性アルミノシリケート

（モービルオイル コーポレーション）

59－83928：吸蔵されたマルチメタライトを含有す

るゼオライトの製造方法及びその生成物（モービ

ルオイル コーポレ●－ション）

アンモニア溶媒中に溶解したマルチメタライト

前駆体をゼオライトに含浸し，乾燥して溶媒を除

去し，か焼して吸蔵されたマルチメタライトを含

有するゼオライトを得る。このゼオライトは炭化

水素の変換反応に用いられ，分解活性は吸蔵され

たマルチメタライトの組成により変わる。

59－58047：塩素含有重合体用拉状安定剤及びその

製法（水澤化学）

59－58098：水性，ビルダー入り液体洗剤組成物

（ユニリーバー・ナームローゼ・ペンノートシャープ）

59－59287：希釈水溶液から重金属イオンを除去す

るためのチオレート含有剤および除去方法（ジュ

ート・ヒエミー・アクチンゲゼルシャフト）
59－59793：

59－59794：

59－59797：

59－62347：

粒状洗剤組成物（ライオン）

柔軟化洗浄剤組成物（ライオン）

柔軟化洗浄剤組成物（ライオン）

キシレン異性化用触媒及びその製法

（15）

（東レ）

59－62348：アミン修飾高シリカゼオライト触媒の

製法（昭和石油・武上書信）

59－62349：高シリカゼオライト触媒の製法（昭和

石油・武上書信）

59－62691：テルペン系化合物の芳香族化法（本田

技研工業・アジア石油）

59－62694：ガソリン製造法

59－62700：洗剤組成物（ユニリーバー・ナームロ

ーゼ・ペンノ．－トシャープ）

59－64510：アルゴンガスの精製法（東洋曹達工業）

59－64519：結晶性シリカ多形体を被覆する方法

（イー・アイ・デュ・ボン・ドゥ・ヌムール・アン

ド・カンパニー）

59－64520：結晶性アルミノシリケートゼオライト

の製造法（東レ）

59－64521：フォージャサイト型ゼオライトの製造

法（東洋曹達工業）

59－64522：ゼオライト懸濁液の処理装置および方

法（へンケル・コマンディットゲゼルシャフト・

アウフ・アクチエン）

59－64693：コークス選択性触媒による常圧蒸留残

油および残油の接触的改質（アシエランド・オイ

ル・イン、コーポレーテッド）

59－64694：結晶ゼオライトから作成した極めて低

い結晶度の触媒を使用する含ワックス炭化水素の

接触脱ワックス／流動点降下（エクソン）

59－65027：キシレン類の異性化方法（モビルオイ

ル）

59－67245：高度不飽和脂肪酸エステルの濃縮分離

方法（日本油脂）

59－68400：洗浄剤組成物（花王石鹸）

59－69128：空気乾燥装置（東京芝浦電気）

59－69419：フェリエライト型ゼオライトの製造方

法（東洋曹達工業）

59－69420：新規なゼオライト及びその合成方法

（東洋曹達工業）

59－69421：複合ゼオライトおよびそれを触媒とす

る炭化水素の製造方法（工業技術院長）

59－70630：オレフィンの水和方法（東洋曹達工業）

59－70631：オレフィンの水和によるアルコールの

製造方法（東洋曹達工業）

59－71305：エチレン系ポリマーの製造方法（旭化
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成工業）

59－71390：重質残油供給物脱金属脱炭素法（アシ

エランド・オイル・インコーポレーテッド）

59－73029：真空スイング吸着プロセスを制御する

方法および装置（エアプロダクツ）

59－73420：結晶性ガロシリケート，その製造法お

よび触媒としての用途（ザ・ブリティッシュ・ペ

トロリューム）

59－73421：L型ゼオライトの製造方法（東洋曹達

工業）

59－78422：ゼオライトの製造方法（東洋曹達工業）

59－73423：ゼオライトの合成方法（東洋曹達工業）

59－73424：モルデナイト型ゼオライトの製造方法

（東洋嘗達工業）

59－73425：結晶性アルミノシリケートの製造方法

（旭化成工業）

59－73426：結晶性アルミノケイ酸塩の改良製法

（ザ・ブリティッシュ・ペトロリューム）

59－73427：新規なゼオライト及びその製造方法

（新燃料油開発技術研究組合）

59－73428：新規な結晶性シリケートおよびその製

法（新燃料油開発技術研究組合）

59－75984：アルカノールをエチレン及びガソリン

に変換する方法（モービルオイル）

59－76502：

59－76503：

59－78521：

59－76545：

流体分集装置（旭化成工業）

改良型流体分集装置（旭化成工業）

除湿機（東邦瓦斯）

イソーC4化合物に富む炭化水素生成物

へのメタノール，ジメチルエーテル，およびそれ

らの混合物の接触転化ならびにそのための新規な

触媒（シリカライト）（サミット・インダストリア

ル）
1

59－78127す：ゼオライト吸着剤を用いるメタキシレ

ン含有供給物流からのエチルベンゼンの分離方法

（エクソン・リサーチ・アンド・エンジニアリング）

59－78921：合成結晶性アルミノシリケートゼオラ

イトの製法（高橋 浩）

59－78922：結晶性ゼオライト物質およびその製造

方法（インペリアル・ケミカル・インダストリー

ズ・ピーエルシー）
1

59－78923す：ゼオライト（モービルオイル）

59－78928：ジルコニア粉体の製造法（日本化学陶

業）

59－78950：ゼオライト軸薬の製造方法（鈴木秀雄）
1

59－80306す：高効率連続分離法（ユーオーピー・イ

ンコーポレーテッド）

59－80333書：改質用の改良ゼオライトL触媒（エク
ソン・リサーチ・アンド・エンジニアリング）

1

59－80334す：改良水素脱ロウ触媒及びその方法（モ

ービルオイル）

59－80477：改良された艶出組成物（ユニオン・カ

ーバイド）

59－80489：粉末状ゼオライト触媒を使用する接触

クラッキング方法（モービルオイル）

59－80490：オレフイン類を留出物および／または

潤滑油生成物に転化する方法（モービルオイル）
1

59－80491す：ロウ質原油から高品質潤滑基油の製法

（モービルオイル）

59－65726：乾燥剤入力プセル（興棉実男）
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《国際会議から≫

InternationalSymposhm on Zeolites

1984年9月3日－8日 Portorose，Yugoslavia

プログラム

MONDÅY，馳ptember3rd

SECTIONÅ：SYNTIIESIS

MAIN AUDITOR．IUM

Chairpersons：S・P・ZHDANOV
＼′

B．DRZ村

11．30－13．30 PLENÅRY LECTURES

R．M．BARR五R（presentedby

D．五・W・VAUGHAN）；
Synthesisofzeolites

E・M・FLANIG五N：加uminophosphatemolecひ

1arsieves

XU RUREN：The synthesis ofmetallo－ZSM－5

and ofboros訪icatezeolites

15．30－19．00 LECTURES

A．NASTRO，C．COL五LLA，R，AI五LLO：

Synthesis of zSM－5 zeolitesin the system

（Na，K）20一山203－SiO2－H20

J・M・B王RAX・，R．MOSTOWICZ：Crystallization

OfZSM－5typezeolites錠omreactionmixtures
丘eeoforganiccations

DAIYIYUN：Synthesis ofzSM－5high silica

ZeOlitein C2DN－Na20一山203－SiO2－H20

SyStem

Z．GAV玉LICA，M．CÅⅤ五ZBIERMAN，P．

BODART，A．GOUR．GUE，J．B．NAGY：Com－
bined use of physicochemicaltechniquesin

elucidating the nature a皿d structure ofhigh

S止ka zeolltes synthesizedim p代SenCe Of

（poly）dkylmono－anddiamines

F王NGSHOUHUA，LISHOUGUI，ⅩURUREN：

CrystallizationofM－Si－ZSM－5ヤPeZeOlites

R．MOSTOWICZ，J．M．B玉RAK：Factorsh凸u－

enclngthecrystalmorphology ofzSM－5type

zeolites

TU KUNGANG，ⅩU RUREN：Tも．ein凸uence

of alkalimetalcations on the fbrmation of

silicditeinNH40H－TBAOHsystem

SATORU U王DA，MITSUHIRO NISHIMURA，

MITSUE KOIZUMI：Synthesis of o瓜etite－

erionitetypezeolite丘omsolutionphase

WANG XINGqIAO，ⅩU RUREN：The trans－

fbrmation between erionite and of私etiteim

・Ttypezeolite

（17）

G．Ⅴ．TSITSISHVILI，A．Ⅰ．KRUP五NNIKOVA：

1仙ein血uence
ofaddltkesonzeolitefbmation

inmodelaluminosilicagel

TUESDÅY，馳ptember4th

SECTIONÅニSYNTHESIS

8．00－9．20 PLENÅRY LECTURES

S．P．ZHDANOV：Kinetics and mechaIlism of

zeolitecrystallization

W．WIEX．五R：On the reaction mecha．nisms of

the fbrmation of moleclllar sieves a．nd other
dumos正icates

9．50－12．20 LECTURES

Z．GABELICA，N．D五WA五L五，P．BODAR．T，

J・B・NAGY：Factorsin血ue幣ing thehydro－

thermdsyntkesisof払ゆsiteY

M．K．TANNOUS，M．f．ABADIR，M．HEIMY，

F・H・KHALIL：Optimizationof払叫asitesyn－
thesisuslngthe払ctorialdesigntechnique

MA SHUJ柑，LILIANSH玉NG，ⅩU RUREN，

YIE ZHAOHUI：The mecha皿ism of transfor＿

mationofNaYintoNaPtypezeolite

玉 DRAG，A．M柑CZNIKOWSKI，F．ABO－

LEMON：The synthesis of the A，Ⅹand Y

ZeOlites丘omtheclayminerds

H・STRACK：Gover皿1ng the

zeoliteA

R・SR研C，ヌ・MARIとⅠ己，B・
′

D・VUCELIC：NMR study of

tion ofzeolite NaA
ノ

B．SUBOTIC，A．GRAOVAC：

Particle size of

′

ADNA呵五ⅤIC，

thecrystalliza－

Kineticanalysis

Ofautocatdytic nucleation during crystalliza－

tio皿Ofzeolites

J．L．GUTH，P．CAULL五T：Modelfor the

COmPutation ofthe species concentrationsin

S並icatea几dduminateaqueoussolutio皿S

且F・VANSANT，G・P玉玉TERS，A．TH打S，

Ⅰ・VERHA五RT：Pore ske e皿gmeenngin

zeolites

T・B王IN，F・SCHMIDT，P・A・JACOBS：Prepa－

ratio几Ofironく0）modelcatalysts withiron
Clusters of sub一皿m d血ensioms by decom－

POSition of Y－ZeOlite adsorbediron penta－

Carbonyl

SECTIONB：STRUCTURE

DETERMINÅTION

12．50－14．10 PLENÅRYLECTURES
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W．M．M玉IER：Zeolite structure：Some com－

monmisconceptionsandpit以1s

G．T．KOKOTAILO：The characterization of

zeolitecatalystsbym昭1CandesplnnlngnuClear
magnetlcresonance

16．00＿20．00 LECTURES

G．GOTTARDI，A．ALB五RTI：Silicon－alu－

miniumorderinginthe良ameworkofzeolites

J．W．NEWSAM，A・J・JACOBSON，D・且W・

VAUGHAN：Theimpact of new
di払actlom

techniqueslnzeolltestructurdchemistry

M．J．SANDERS，C．R・A・CATLOW：Computer

modelling ofthestructurdpropertiesofzeo－

1ites

J．B．PARISE：Theroleoftemplatemolecules

in the synthesis ofduminophosphate拉ame－

works：StruCtureS Of AIPO4－12，加pO4－20，

血PO4－21andA16P6022（OH）4Ⅹ2H20

PANG W五NQIN，LIGUOW玉N，LIWANG－

RONG，LIN BINGXIONG：Studies on the

crystalstructureofB－Sipentas止typezeolite

K．－H．BERGK，W．SCHWIEGER：Rapidmethod

ofcharacterization ofzeolite ZSM－5

M．N．KONSTANDIAN，A．Ⅴ．MUSCHEGHIAN，

Ⅴ．Ⅰ．YAKERSON，S・G・BABAYAN：Physico－

chemicalpropertiesofclinopt止01ite

T．TAKAISHI，T．OHGUSHI，K．NONAKA：

Ordered distributlon ofcationsinzeolitesA

M．CALLIGARIS，A．MEZZ王TTI，G．NARDIN，

L．RANDACCIO：Cation sites and鈷amework
distortionsin a dehydrated chabazite

ん11y

exchangedwithsilverions

D．PAQUET，R．A．SCHOONH五YDT，W・

D王HERTOGH：SpectroscopyofCu2＋coordi－

natedtolatticeoxygemsinzeolites

WEIGUOXIANG，YE HU打UAN，LtJ

GUANGL柑，LIU ZH五NGYI，SONG D工YU，

LIN BINGXIONG：The Cu2十ion mlgration

in the
cuNaX

zeolite

F．LEF玉BVRE， A．AUROUX， Y．BEN

TAARIT：Zeolite matrkef払ctontherhodium

andiridiumditrトcarbonγ1sequilibria

D．FRAENK五L，B．ITTAH，M．LEVY：Reso－

1ution
of alpha－and

betむCage decapsulation

peaksinthetemperatureprogrammeddi払・Sion

（TPD）ofnonpolargasesinCs，Na－A

F．SZANTO，Ⅰ．DEKANY，H．BEYER：E脆ct

Of dealuminチtion on theliquid sorptlOn and

wettlngPrOPertiesofY－ZeOlites

THURSDÅY，馳ptember6th

SECTIONB：STRUCTURE

DETERMINÅTION

8．00＿10．30 LECTURES

W．M玉ILER，H．PF五IF王R：13C－nuClearmag－

netic resonance studァofmolecules adsorbed

onzsM＿5andsilicalite

A．T．J．HOPE，C・R・A・CATLOW，C・A・LENG，

C．J．ADAMS：Theoreticaland expedmental

studlesofthesorptlOnOfgasesins舶cdite

Ⅴ．VUCELIC，
ヽノ

。′

D．VUCELIC：Heat capaclty

of water on zeolites

v．vucELIC，D．VU芭乱Ie：Themechanism
ヽ／ ′

ofphasetransitionofwateronzeolites

R．VON BALLMOOS，G．T．KERR：S止ylation

ofH－ZSM－5

J．A．LERCHER，G．RUMPLMAYR， G・

MTTER，J．LEBOK，H．NOLLER：Strength

andlocatlon of acidic sitesln ZSM－5 type

zeolites

C．BEZUHANOVA，．C．DIMITROV， H．

L王CHERT，E・KHALILOV：IR study ofthe

cis－tranS－isomerization of ole抗ns
on H－ZSM－5

zeolite

LIU ZHONGHUI，SUN GUIDA：Factors

af払cting acidity and
basalspaclng

Ofcross－
1inked

smectites
／ ／

B． ADNAqT王ⅤIC， B．JANKOVIC， D・
ヽ／ ノ

VUC玉LIC：NaA zeolite solub㌫tyin
d止ute

hydrochlorlcacid

I．HALASZ，J．HORVATH，T・MANDY，L・

SCHMIDT，且TASNADI：Hydrothermalbe－

haviourofzeolitesinFCCcatalysts

SECTIONC：TECHNOLOGYÅND

ÅPPLICÅTION

ll．00－12．20 PLENÅRY LECTURES

R．SERSALE：Naturd zeolites：Processlng，

presentandpoteIltialapplications

LIANGJUAN：Sユica high
zeolites ashetero－

geneouscatalysts

12．20＿14．05 LECTURES

H．MINATO：Chemicaltreatments ofnaturd

zeolites：PrOPerties and utilizations of the

代aCtedmaterials

R．S玉RSAL玉，G．FRIGION王：Naturdzeolites

as constituents ofblended cements

ZHANG QUANCHANG，DAICHANGLU，

YANG HUARUI：Use of clinopt註01itein

paperindustryasa鎚1erofpaper

L．VRZGULA，P．BARTKO，G．LANGER：

PreparatlonandusヲOfnaturdzeolite（clino－
ptユ01ite）inproductlOnandpreventiveofswine
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P．CIAMBELLI，P．CORBO，L．LIBERTI，A．

LOP王Z，C．PORCELLI：Ammonia removd

良ommunicipalwaterbyph出ipslte

M．DIEHL，ETTLINGER：The use ofzeolite

Ainlaundryあtergents

E．P．H王RTZ玉NB五RG，A．L．DENT：Use of

zeolites
NaHA

and CaHAas toothpaste abra－
SlVeS

S．DZWIGJリ，J．HAB玉R，M・D王REWINSKI：

Initiating ef砧ct of
c2＋01e丘ns and alcohoIs

on the transfbrmation ofmethanoloncヮstaユー
1ineandamorphousduminos辻icates

K．JAKOB，P・F工H玉R，H・BEYER：Improve－

ment of coldbellaViour ofmiddle distillate on

shape－Selectivezeolite

P・K・S五NSARMA，S・BHATIA：Llquidphase

xyleneisomerisation over nickelhydrogen

mordenite catalγSt

A．B．HALG五RI，T．S．R．PRASADA RAO：

Transalkylation of toluene with trimethyl

benzenes
overnickelsupported type L－ZeOlite

Catalyst

N．DAVIDOVA－ARNAUDOVA，P．KOVA－

CH王VA，D．SHOPOV：UtilizationofNland／or
Mo modi抗ed zeolites as catalysts fbr hydro－

desulhrization

F．ABO－LEMON，J．GRZECHOWIAK，A．

MIECZNIKOWSKI，且 DRAG，J．R．GRZ玉－

CHOWIAK：Preparatlon ofzeolites
ftom the

clays and their applicationin
hydrocarbon

COnVerSlOn

A．AZZOUZ： Per払rmances of rare earth－

modiGed払叫asitein the process oftoluene
dlsproportionation

16．00＿17．30 SECTION A：SYNTHESIS

POSTER SESSION

18．00－20．00 SECTION B：STRUCTURE

DETERMINÅTION

POSTER SESSION

FRIDÅY，September7th

SECTIONC：TECHNOLOGYÅND

ÅPPLICÅTION

8．00－12．00 LECTURES

D．M．RUTHV王N，N．S．RAGHAVAN，M．M．

HASSAN：Pressure sⅥng adsorptlOn With

zeolite a．dsorbents

C．GIANNETTO，G．P五ROT，M．GUISNET：

Cataエアtic properties of zsM－11and zSM－5

zeolites

J．L．CASCI，T．Ⅴ．WHITTÅM：ZeollteNU－3，
1ts synthesis，Characterisation and usein

methanoIconversion

S．S．MIKHAIL，A．S．FARAG，Y．BARAKAT，

M・A・HASSAN：Studyonthehydroisomerisa－

tion ofpara払n wax using Y－ZeOlite catalyst

preparedbycompetitivecationicexchange

S．S．MIKHAIL，A．BASOSSY，M．K．TAN－

NOUS：Hydroisomerisationofn－PentaneWith

mordenite catalyst prepared
by
competitive

cationicexchange

M．K．TANNOUS，M．F．ABADIR，M．M．

OSMAN，F．H．KHALIL：Ef砧ct of Pt／La一

転ヰsite preparation parameters on n－Pentane

lSOmerlSatlOn

M．K．TANNOUS，C．MARCILLY，F．H．

KHALIL：Kinetics ofIl＿hexaIleisomerisation

OnPt／Laムヰsitecatalysts

12．00－14．00 SECTION C：TECHNOLOGYÅND

ÅPPLICÅTION

POSTERSESSION

16．00－18．00 ROUND TABLE DISCUSSION

Zeolitesindetergents

uST OF POSTERS

SECTIONÅ：SYNTIIESIS：

AI F．J．VAN DER GAAG，J．C．JANS玉N，

H・VAN】ミEKKUM：Template
variationin

thesynthesisofzeoliteZSM－5

A2 LIHONGYUAN，LIANGJUAN，YING
MULIANG，LIUBAOXIANG：TIleSynthesis

Of
high
s辻ica zeolitesin the absenc予Of

sodiumion
ヽ、／

A3 J・BATISTA，A・Z村C，B・DRZAJ：Syn－

thesisofsaica－highzeolite岳imthepresence

ofsur払ctants

A4

A5

A6

A7

ヽ、／ ＼／

M．TATIC，B．DRZ村：A contribution to

thesynthesisoflow－SdicaX（LSX）zeolite

J．TANEVSKI，0．喜ARC－LAHODNY，H．
LECHERT，ⅩU RUREN：Synthesis ofzeo－
1ites X and

Y 拉om
silicate raw materials

andinauence oftheseedsontheircrystal－
1ization

ヽ′ ／ ＼／

B．SUBOTIC， N．MASIC，Ⅰ．SMIT：

Particulateprocesses durlngthetransforma－

tionofzeoliteAintohydroxysodalite
／

B．ADNA叩EVIC，R．BONA，Ⅴ．VUe乱Ie：
Changesin the heat capaclty Of sodium
dumos註icategelduringNaAzeolitecrystaエー

1ization
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A．B五NGUEDDACH，Z．DERRICH玉，L

JULIEN：Factors determini巧g the kinetics

ofion exchange
between

mordenite and

Ca2＋，Mg2＋andco2＋cations

C．STAMBOLI五Ⅴ，N．SOPOVA，K．－H．

B五RGX．，MPORSCH：Synthesisofzeolites

AandPc丘omnaturalandwastematefials

SECTION B：STRUCTURE DETERMINÅTION

Bl

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

J．M可SNER：Some experimental払ctors

inauencing the determination of zSM－5

ZeOlitecrystallinity

R．RINALDI，G．VEZZALINI：Gismon－

dine；thedeta辻edx－rayStruCtu・rere丘nement

oftwonaturdsamples

GUO WENGQUI，LIANGJUAN，YING

MULIANG，HUJ柑HAN：IR studァ of
丘ameworkvibration

andsur払ceproperties

Ofhighsaicazeolites

G．ARTIOLI，J．Ⅴ．SMITH，J．J．PLUTH，

A．KVICK；Neutr甲血払action studies of

thehydrogenbondingandwatermolecules

in zeolites

B．ADNA呵王ⅤIC，R．DIMIT叩EVIe：
′

Methods fbr determlnlng ZeOllte speci丘c

sur払ceandvolume；eXamPleNaA

CAI GUANGYU， WANG ZOUZHOU，

WANG qINGXIA，LISHIYAO，ⅩIN QIN，

WANG XIANGZHEN，CHEN GUOQUAN：
The su血ce properties of phosphorus or

magnesium－mOdi良edZSM－5zeolite

I．TSOLOVSKI，CH．MINCH五Ⅴ，且 E．

S五ND王ROV，Ⅴ．PENCH王Ⅴ：Thermd sta－

b出ty
of mordenites with

di払rent siO2／
加203ratios

ノ
′

D・ARAN呵ELOVIC，B・さDN合印EVIC，
′

R．DIMITRIJEVIC，D．VUCELIC：Zeolite
high－temPeraturePhasetransfbrmations

／ ノ

B．ADNA呵五ⅤIC，B．MIOeINOVIC，S．
STq■KOVIe，R．DIMITRU五ⅤIe，D．

VUe王LIe：Physico－ChemicdpfOCeSSeS dur－

1ng thecombinedionexchangeprocesson

NaY zeolite

BlO F．MAUGE，B．TRUSSON，M．PRIM五T，

P．GALL玉ZOT，J．C．COURCELLE，PH．

ENGELHARD，J・GROSMANGIN：Hydro－

thermalagelng Of cracking catalysts．Ⅰ．

五vduation of the crystalline
丘action

of

zeolites
′

ノ

Bll R・DIMITRI坪ⅤIC，Ⅰ・KRSTANOVIC，N・＼／ ヽ、／ ヽヽ／ J■

P五TRANOVIC， U．MIOC， M．SUSIC：

Crystalstructures amd mecha皿ism ofAg＋

exchange on Na－A．NaNO3inclusion com－

Plexofzeolite A

B12 D．AMARI，Z．DERRICH工：Adsorptlon of

Carbon dioxyde onNaAzeolitescontalnlng
Ca2＋，Sr2＋，Mn2＋cations

B13 A．SPq●AKINA，Ⅰ．TSOLOVSKI， N・

KOSTOVA，T．POPOV，D．SHOPOV：Study

ofthepropertiesofclinopt止01itemodiGed
bytransitiommetals

／
＼′ ′ ヽ／

B14 T．eERANIC，D．VUCINIC，B．DRZAJ，
ヽ／

S．HOCEVAR：Stmcture of exchanged
払rms

of clinopt辻01ite丘om the zlatokop

deposit（Vra巾e），Yugoslavia
ヽ－′ ＼′

B15 V．PIRNAT一弘4UC，M．J王RN町CIC，A．
・、ノ

ZAJC，B．DRZAJ：Some physico－Chemical

properties of clinop血01ite－heulandite sam－

ples obtainedftomthedepositeatPrekoづe
（Slovenia），Yugoslavia

B16 ZHAOSUqING，YINGMULIANG，LIANG

B17

B18

B19

JUAN：In凸uence ofacidproperty ofcata－
1yst
onthe methanoIconversionoversmall

POreSizezeolitecatalyst
′

M．営pANIC，N．e五GAR，J．和NAVIN，D．
＼／ ′

SKUNDRIC：Catalytic properties ofmodi一
色edchabazite

andlaumontite

V．ME喜KOVA，M．BR村0VIe，J．TANEV－
SX．Ⅰ：DeterminationofadsorptlOnisotherms

ofcarbondioxide onsyntheticzeolitesby

volumetric method

V．DONDUR，R．DIMIT叩EVIe：The
thermodesorptlOn kimetics

of water丘om

mordenite

SECTIONC：TECIINOLOGYÅNDAPPLICÅTION

CI M．SLOKAN，A．Z叫C，S．HOeEVAR，
＼／

B．DRZ村ニReactivity ofzeolitictuff良om

Zd鵡ka gorica deposit（Slovenia）in the

systemwithcaoandH20

C2 N．KRO善しKU善e王R，J．RIHTER薫Ie：
Tertiaryzeolitictu払inSlovenia

C3

C4

C5

C6

C7

ヽ∨′

Ⅴ．GRILC，B．DRZAJ：Some rheological

and transport properties of zeolite
sus－

PenSions

S．DONEVSKA，J．TAN五VSKI，N．DA－

SKALOVA：Synthesis of zeolite A良om

sillcaterawmaterialsandits applicationin

払rmulationsofdetergents
′ ′

J・モRA巧ISAVり王ⅤIC，Z・FILIPOVIC，D・
VUCELIC：Zeolite ZIB－1in heav－duty

laundry detergents
＼′

L．GABROVSEK：Sodiumtriphosphate re－

placementbybuildersystemsindetergents
′ ／

Ⅰ．J．GAL，M．TODOROVIC，Ⅰ．PALIGORIC，

Z．JOVANOVIe：The release of tritiated

water鈷omzeolitesintosurroundingwater
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C8 D．JUNG，N．KHELIFÅ，且LÅⅤ玉MANN，

R・SIZMANN：王hergy storagein zeolites

and application to heating and air con－

ditionlng

C9 G．S．HAEGH：Zeolites a．s adsorbents
fbr

dcohoIs丘omaqueoussolutions
′

ClO N．JOVANOVIC，D．SKネ1A，M・MAR－

Cll

C12

JANOVIC，M．STANKOVIC，T．Z五RARKA：

Thepossib剋tγOfzeoliteapplicationinthe

usedmotoro払re抗ningprocess
ヽ′ ヽ′

D．AHMETOVIe，S．SV玉L－CEROV玉CKI：
Low
aromatic solvents throu由dearomati－

zation on molecularsieve13Ⅹ
ノ

B．ADNA呵EVIC，Ⅴ．RAKIe，D．VU己ELIe：
Thein凸uence of the counterion form of

Yzeoliteandofmatdxtypeontheprop汁

tiesofzeoliticFCCcatalysts

C13

C14
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Z・LOVASIC，B．SUBOTIC：Application

Of zeolitesinliquid radioactive waste

treatmeIlt

′

D．KOLARSm，B．AN呵IC，B．羞ⅠVKOVIe，
ノ

B・ADNA叩ⅤIe・B・JやKγIC，J・′

HRANISAVIJEVIC，D．VUC五LIC：Zeolite
inpig鎚edingexpedments

C15 E．KANSKY：The use ofzeolite＄invacuum

PrOduction

C16 Ⅰ・五ROS，S・POPOV：Research
ofpo5Sible

zeolite applicationin combination with

Chromesaltsinleatherand血1rtannlng

C17 J．OBRADOVIe：Clinop血01ite丘omtu臨
inSerbia；OCCu汀enCe，geneSisandut止kation

′ ノ

C18 N．GRB五NIC，IJ．町ELANOVIC， B．

PASTUOVIe：ThetestlmgOfzeolitecracking

CatdystsinINA－0止Industry

■フ娩JZC

第7回国際ゼオライト会議だより

本年7月に1st Circularを国内外に発送いたし

ました。8月31日現在，海外より141通の返信が寄

せられており，そのうち，発表希望者は87名に達

しています。国内からの返信は38通，うち発表希望

者は12名となっています。会議の準備の都合もあり

ますので，まだ返信をお出しでない方は必らず，

1st Circular添付の葉書にて返信をお寄せ願います。

また，1st Circular勧入用の方は葉書にて下記あ

てお申し込み下さい。

〒113 東京都文京区本郷7－3－1

東京大学工学部合成化学科富永研究室気付

第7回国際会議組織委員会

（03－812－2111 内線7256）

（First Circularより）

、SEVENTH
INTERNAT10NAL

ZEOL汀E

CONFERENCE

Tokyo，Japan

Au9u＄t17－22，1986

Fir＄t CircuIar

】NVlm10N

TheJapaneseOr9anizin9Commi他eextendsacordialinvitation

toparticipateinthe7thlNTERNATIONALZEOL汀ECONFERENCE

Whjchw川beheはatKEIOPLAZAHOTEL，Shinjuku，NewMetro－

POlitanCenter，Tokyo，Japan、f「omSunday，Au9uSt17toFriday，

Au9uSt22．1986．

Theconferencewillbeor9anizedundertheauspICeSOfhternational

Zeol他Association，the ChemicalSocjety ofJapan．
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PROGRAM

Thescienti触pro9ramW‖consisto†oralpresentationofpapers，

bothinvitedandsubmi伽d，and posIersessionswhichw‖cover

a川ofthefieldsof science and techno109y related tozeolite and

molecularsieve，namely，minera109y，9eO109y，StruCture，Synthesis，

ぬn－eXChan9e and modification，SOrPtion，Catalysis，teChnjcaI

applicationsincIudin9a9rlCU什uraluse，and others．

ENGLISHw川betheofficiallan9Ua9eatthecon†erence．Or9ani－

Zationalmeetin9S and ad－hoc scien桝ic meetin9S W‖be hek】

upon request．

Fulldayexcursionto Nikko or’Hakone，and a post－COnference

tourvisitin9natUralzeolitedepositsin Tohoku DistrictofJapan，

at your optjon，W＝be planned．

Socね1events，includin9reCePtion and banquet，aS Wellas day

timepro9ramSOf9eneralinteresttothere9isteredaccompanied

members are under plannih9and w＝beannouncedin detailin

the Second Circular．announced

CALL FOR仙PERS

Thosewhowishtocontribute papersand postersare requested

tosubmitcopiesofabstractandfulltextinduecourse．Theinsト

ructions for the submission willbe describedin the Second

Circula「．

KEY DJ汀ES

2nd Circular May，1985

Extended Abstractfor Submi牡ed Papers：

notlater than October15，1985

Notjce o†the Acceptance of Submi廿ed Papers：

no＝ater than December15，1985

FullText o†Submitled Papers：nOtlater than Mar〈：h15，1986

Abst「actfor Poster Papers：nOtlaterthan February28，1986

Notjce of Acceptance of PbSter Papersこ

no＝aler than March31，1986

3「d Ci「Cular with Finalized

Pre－「e9istration：

Conference：

Pro9「am： May，1986

notlater thanJune30，1986

Au9USt17－22，1986

TRAVEL AND ACCOMODJ汀10NS

Japan TravelBu「eaulnc．〈1－31－1．Nihonbashi，Chuo－ku，Tokyo

lO3〉andJapan Air Lines Co．，Ltd．〈DaihitekkoBuildin9，1－8－2，

Marunouchi，Chjyoda－ku，TokyolOO〉have been appointed as

the officia】traveland transportation a9entS】reSPeCtively，for the

COnference．

Groupfli9htsfo「the participantsfrom Eu「opeand NorthAmerica

W川be arran9ed at a reasonable tar汎

AIIpersonsinterestedin the conference are kindly requested to

COmPleteand retu「nthe attached card ofthis announcementas

SOOn aS POSSible．This w‖ensure that the fo＝owln9Ci「CUlars

W川be nlailed and availabIe†0「yOur fu「ther州ormation．

CORRE＄PONDENCE

Allcorrespondence concernln9the confe「ence should be ad－

ressed
to：

Professor Hiro－0Tomina9a（71ZC〉，

Depa「t「qent o†Synthetic Chemjstry，

Faculty of En9ineerln9，

The University of Tokyo，

Hon90，Bunkyo－ku，Tokyol13，JAPAN

Phone：03－812－2111ext．7256

Telex 二2722111FEUT」

《お知らせ≫

催
催
場

主
共
会

第28回粘土科学討論会

日本粘土学会

ゼオライト研究会他

仙台市戦災復興記念館（仙台市大町二丁目

12－1）

日 時10月16日（火）～20日（土）

10月16日（火） －（9時から）－

シンポジウム（Ⅰ）「ゼオライトの応用」

1．放射性廃液処理に対するゼオライトの応用

菅野卓治

2．分子ふるいゼオライトの合成

（阪大産研）上田 智

3．ゼオライトの触媒としての利用

（東工大理）八嶋建明

4．洗浄用ゼオライトについて

（水沢化学）小川政英

ポスターハイライト講演－（14時10分から）－

Pl′－P21

ポスターセッション
ー（15時30分から）－

Pl．薩南地域にみられる熱水変質（石油資源技研）

柳本 裕

P2．黒鉱鉱床変質帯の粘土鉱物組成と交換性陽イ

オン組成一松峰・釈迦内・松木鉱床周辺

（千葉大教養・東大理・東大教養）○井上厚行

・歌田 実・草部博達

P3．天草陶右の構成粘土鉱物について（九大理）

○中川呂治・白水晴雄

P4．栃木県西古屋セリサイト鉱床産のスメクタイ

ト鉱物（筑波大地球）篠原也寸志

P5．高級白色磁器原料としての大峠セリサイトに

ついて（日陶連原料・中島製土・名工試）○
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P6．

P7．

P8．

P9．

PlO．

Pll．

P12．

P13．

P14．

P15．

P16．

P17．

P18．

P19．

P20．

P21．

宮下文彦・大倉優治・金岡繁人

可溶性成分からみた粘土の水ひ処理における

陶産地の特徴（名工試・三重窯試）○芝崎靖

堆・前田武久・掘尾正和・渡辺栄次・熊谷

哉

関東ローム層中の粘土鉱物について一千葉

県・下総台地の例－（筑波大地球）○坂本吉

宏・下田 右

豊後水道の海底堆積物中の粘土鉱物の分布

（東洋大・東京学芸大）○生沼 郁・岡村三郎

・本間文英

無色大山ガラスの変質について（東北大農）

○山田一郎・庄子貞雄

蔵王火山灰の表面風化（東北大農）○三枝正

彦・庄子貞雄

飛田高山周辺の化石土壌について（地調）○

下坂康哉・山田直利

アロフェンおよびイモゴライトのⅩ線小角散

乱，形態，構造（オランダ海洋研・九大農）

○Van der Grast・和田光史・和田信一郎

・角藤やす子

アロフェンの摩砕処理による構造変化（東工

大工）○岡田 清・大津賀 望・小坂丈予

柿木・小村の方法による混合層構造のⅩ線強

度計算の内容（都立秋川高）永田 洋

混合層一次元構造とゼオライト系三次元フレ

ームワーク構造の構成関係について（群馬大

工）佐藤満雄

イライトーモンモリロナイト混合層の成分比

率の算定法－バックグラウンド比率法の検討

と続成作用研究への応用（石油資源）○須藤

俊男・風間利栄・内田 隆

Co－置換セビオライトのEXAFSによる構造解

析（豊田中研）○福島喜章・岡本焉彦・栗本

孝子

Ⅹ線粉末プロファイル法による多成分系鉱物

の定量方法（その2）板状試料の定量方法（九

工試）○立山 博・大内山紀男・陣内和彦・

木村邦夫・恒松絹江

粘土鉱物の成頭と表面マイクロトポグラフ

（広島大理）北川隆司

粘土鉱物の表面電荷の直接観察（Ⅱ）（産医研）

神山宣彦

山形県の粘土鉱物の放射化分析（名工試・山

形県工技セ）○河島達郎・船山 博

10月17日（水） 一（9暗から）－

特別講演

地熱探査における変質鉱物の役割

（東北工試）角 清愛

特別講演

非アロフェン質火山灰土壌の成因と特性

（東北大農）庄子貞雄

会長講演

セビオライトに関する最近の諸問題

（早大理工）大塚良平

ポスタ丁ハイライト講演－（14時10分から）－

P22～P41

ポスターセッション ー（15時30分から）－

P22．常圧・80℃でのナトリウムーカルシウムゼオ

ライトの合成（東邦大理）○甲木和子・真島

久之助・吉野諭吉

P23．天然ゼオライトからのZSM－5の合成（群馬

大工・ウースター工科大）○後藤義昭・L．B．

Sand

P24．アミン影響下におけるアクアクレプタイトの

合成（新潟大工）楚山智彦

P25．アロフェン・イモゴライトの生成に及ぼす有

機酸の影響（岩手大農・サスカチエワン大）

○井上克弘・P．M．Huang

P26．セビオライトからの窒化ケイ素の合成（早大

理工）○菅原義之・岡本好啓・黒田一事・加

藤忠蔵

P27．モンモリロナイトとチタン水溶液の反応（広

島大工）○山中昭司・石原嗣生・服部 信

P28．合成スメクタイトの諸物性（クニミネ工業）

○足立昌義・古賀 慎

P29．合成スメクタイトの加熱変化（東北工試）○

岩崎孝志・掘田正己・小野寺嘉郎・鳥居一雄

P30．Caモンモリロナイトの加熱による高温生成柚

（阪大教養・産医研・群馬大工）○宇野泰葦

・神山宣彦・佐藤満堆

P31．モンモリロナイトのDSC測定（名工試）○

鈴木憲司・川瀬 薫・坂見 宏・飯田昌造

P32．ペントナイトの粒子形状，ゼータ電位と懸濁

液の流動性との関係（クニミネ工業）○鈴木

啓三・古賀 慎

P33．大谷右に含まれる「みそ」とメチレンブルー溶

液の吸着（宇都宮大工）○藤郷 殺・田中 甫

P34．沸右類の処理とその利用（兵庫教育大）湊

秀雄
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P35．セビオライトの化学組成について（岡山理大

・岡山理大蒜山研）○坂本尚史・西戸裕嗣

P36・セビオライトの脱水とその熱的挙動について
（芝浦工大）○木邑隆保・大田正人・野上敏哉

P37．木節および蛙目粘土の水ひによる元素濃度の

変化（名工試）○河島達郎・芝崎靖雄・前田

武久

P38．南開東ローム層中のハロサイトの酸化鉄含有

量について（東工大工・産医研）小坂丈予・

大津賀 望・平林順一・○岡田 渚・松井久

仁雄・林 滋生・神山宣嘘
P39．米国モンタナ州GoldenAntler鉱山の緑泥右

鉱石（秋田大鉱）本多朔郎

P40．凍土中の不凍水量の測定（北大低温研）掘口

薫

P41．膨潤土の吸水膨張圧力特性（第2報）（国鉄技

研）立松英信・○水野 清・青山芳夫

10月18日（木） －（9時から）－

シンポジウム（Ⅱ）「粘土の合成」

1．アロフェン・イモゴライトの合成一希薄溶液

中でのケイ酸とアルミニウムイオンの反応－

（九大農）和田信一郎

2．カオリナイトの合成（名工試）渡村信治

3．Mg系スメクタイトの工業的合成法の検討（東

北工試）鳥居一雄

4．混合層鉱物の合成（鹿児島大理）富田克利

一（13時40分から）－

シンポジウム（Ⅷ）「自然条件下での粘土鉱物の生成

とその性質」

1．風化変質により生成する粘土鉱物とその性質
●

（東洋大自然科学）西山 勉

2．続成過程における粘土鉱物の生成・変化とその

性質（新潟大理）吉村尚久

3．熱水作用による粘土鉱物の生成とその性質（九

大理）白水晴雄

4．変質鉱物の累帯分布と生成条件（東大理）歌田

実

懇親会10月17日（水）18時からホテル江陽（仙

台市一番町四丁目）にセ開催，会費5，000円

10月19日（金）20日（土）エクスカーション：会津

本郷焼見学・大峠白土見学

参加登録費1，500円

連絡先 〒980仙台市堤通雨宮町卜1東北大学農

学部土壌立地学研究室 庄子貞雄（電話0222－

72－4321内線208～210）

「ゼオライト」編集委員

小 野 嘉 夫（東工大工）

竹 林 忠 夫（東洋曹達）

吉 田 新
一（触媒化成）
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（東工大理）
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